
「
楽
し
み
な
が
ら
ス
キ
ー
が

上
達
し
ま
し
た
」

若
桜
町
の
氷
ノ
山
で
４
、

５
年
生
が
、
ス
キ
ー
教
室
を

経
験
し
た
。
こ
の
行
事
は
ス

キ
ー
の
基
礎
技
術
を
身
に
付

け
る
と
と
も
に
、
ス
キ
ー
の

楽
し
さ
を
味
わ
い
、
宿
泊
体

験
も
通
し
て
社
会
の
ル
ー
ル

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
的

だ
。
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
ス
キ
ー
教
室
が
開
催
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
、

み
ん
な
が
２
日
間
ス
キ
ー
の

楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
た
。

初
め
て
ス
キ
ー
を
す
る
グ

ル
ー
プ
か
ら
、
自
由
に
曲
が

る
こ
と
が
で
き
る
中
級
ま
で

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
ス
キ

ー
の
技
術
を
教
わ
っ
た
。

初
め
て
の
グ
ル
ー
プ
は

「
ハ
」
の
字
で
滑
る
練
習
か

ら
始
め
、
リ
フ
ト
に
乗
る
こ

と
が
で
き
る
人
も
い
た
。
中

級
グ
ル
ー
プ
は
、
先
生
と
一

緒
に
曲
が
っ
て
い
く
練
習
を

し
た
。
さ
ら
に
う
ま
く
滑
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
グ
ル
ー
プ

は
、
ス
キ
ー
板
を
そ
ろ
え
て

滑
る
練
習
も
し
た
。
ど
の
グ

ル
ー
プ
も
寒
さ
を
吹
き
飛
ば

す
ほ
ど
の
汗
を
か
き
な
が
ら

一
生
懸
命
滑
り
、
み
ん
な
が

上
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

初
め
て
本
格
的
に
ス
キ
ー

を
し
た
４
、
５
年
生
は
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
分
か
り

や
す
く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

し
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
お
か
げ
で
最
初
の
と

き
よ
り
も
う
ま
く
滑
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
の
な
か
で
も
楽
し
め

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。

（
６
年
・
野
際
眞
名
、
竹

内
咲
葵
、
西
田
蒼
太
、
北
尾

琉
成
）

汗
を
流
し
た

汗
を
流
し
た

ス
キ
ー
教
室

ス
キ
ー
教
室

学
校
の
シ
ン
ボ
ル

愛
さ
れ
続
け
る
大
義
寺
山

散岐小の西側には、自然豊かで子どもた

ちに親しまれている「大義寺山」がある。

名前の由来は、大義寺というお寺の近くあ

るため、この名前がついたそうだ。

大義寺山は、休憩時間になると、たくさ

んの子どもたちが山に登って遊んでいる。

鬼ごっこや落ち葉遊び、ドングリ拾いなど

を楽しんでいる。そんな大義寺山は、もっ

と子どもたちが遊べるようにと、地域の方

々が遊具や木製の階段の整備をしてくださ

っている。子どもたちもそんな大義寺山が

大好きである。

また、山にはたくさんの動植物が生息し

ている。春にはいろいろな種類の花が見ら

れ、夏には虫たちの元気な鳴き声が聞こえ

る 秋には紅葉が楽しめる 冬には降り積も

る雪景色を見ることができる。四季折々の

いろいろな変化を見せる山となっている。

この学校のシンボルであり、ずっと愛さ

れ続けてきた大義寺山。これからもきれい

に保ち、大事にしていきたい。

（５年・村上一磨、西田柊太、倉持逞）

み
ん
な
の
憩
い
の
場
・
大
義
寺
山

５
、
６
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

５
、
６
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

学 校 概 要

【
学
校
名
】
鳥
取
市
立
散
岐
小
学
校

【
所
在
地
】
鳥
取
市
河
原
町
佐
貫
７
６
１
番
地
５

【
校
長
名
】
浦
田
文
久

【
児
童
数
】

人

【
校

訓
】
友
愛

【
教
育
目
標
】
散
岐
を
愛
し
、
心
豊
か
に
た
く
ま

し
く
、
他
と
共
に
生
き
る
子
ど
も

の
育
成

沿 革 主なもの

明治６ 年３月 日

佐貫尋常小学校とし

て佐貫村円浄寺本堂に

開設

４月 日

宇戸小学校を水根に

開設

明治 年

佐貫小学校校舎を新

築

明治 年４月 日

佐貫村宇戸村組合佐

貫尋常高等小学校とす

る 尋常科６年 高等科

２年 宇戸小学校 西

山小学校を４年までと

し ５年以上を本校に

編入 当日を創立記念

日と定める

大正 年９月 日

校舎新築落成

昭和 年

町村合併により河原

町立散岐小学校と改称

し 釜口小学校 宇戸分

校を統合 校舎の改築

始まる

昭和 年３月 日

日本水泳連盟より水

泳優秀校表彰記念式挙

行

平成５ 年１月 日

新体育館完成

平成 年８月１日

校庭整備工事完成

平成 年 月１日

市町村合併により鳥

取市立散岐小学校とな

る

平成 年

未来のとっとり教育創

造事業 コミュニティ

ースクール指定

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

北栄町の青山剛唱ふるさと館の前で盛り上がる６年生

修 学 旅 行で県内回る

鳥取の魅力再発見

西
郷
小
学
校
と
合
同
で
６
年
生
は
２
０
２
２
年

月

、

日
、
修
学
旅
行
に
行
っ
た
。
修
学
旅
行
は
、
６

年
生
が
小
学
校
生
活
で
の
楽
し
い
思
い
出
を
作
る
た
め

に
毎
年
行
っ
て
い
る
。
こ
の
３
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
鳥
取
県
内
を
周
る
旅
行
と

な
っ
て
い
る
。

１
日
目
の
最
後
は
、
全
員
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
境

港
市
の
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
だ
。
み
ん
な
が
楽
し
そ
う

に
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を
巡
り
な
が
ら
、
ク
ー
ポ
ン
券

を
使
っ
て
お
土
産
を
買
っ
て
い
た
。
中
に
は
、
他
の
小

学
校
の
人
と
仲
良
く
な
っ
て
話
を
し
て
い
る
人
も
い

た
。帰

り
の
バ
ス
の
中
で
「
も
う
一
日
修
学
旅
行
を
延
長

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
人
も
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
６
年
生
に
と
っ
て
初
め
て

の
宿
泊
学
習
と
な
っ
た
。
待
ち
に
待
っ
た
修
学
旅
行
は

ず
っ
と
楽
し
く
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
た
よ
う

に
感
じ
た
。
鳥
取
県
の
魅
力
を
改
め
て
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
小
学
校
生
活
の
最
高
の
思
い
出

と
な
っ
た
。
６
年
生
全
員
が
「
ま
た
修
学
旅
行
に
行
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
６
年
・
光
浪
颯
大
、
西
垣
玲
音
、
田
渕
琴
美
）

最
高
の
思
い
出

散
岐
小
学
校
運
動
会
が
２
０
２

２
年
９
月

日
、
開
催
さ
れ
た
。

全
校
児
童
が
心
を
一
つ
に
し
て
、

最
後
ま
で
全
力
で
頑
張
る
姿
が
あ

っ
た
。

最
初
の
種
目
の
１
０
０
㍍
走

で
、
子
ど
も
た
ち
は
学
年
ご
と
に

一
生
懸
命
走
っ
た
。
高
学
年
の
親

子
競
技
や
、
各
学
年
の
個
人
競
技

な
ど
で
得
点
を
競
い
合
っ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
テ
ン
ト
の
中

で
競
い
合
っ
た
応
援
合
戦
は
黄
、

緑
、
青
、
赤
の
４
組
が
そ
れ
ぞ
れ

の
楽
器
を
使
っ
て
音
楽
を
響
か
せ

た
。
青
組
の
リ
ー
ダ
ー
の
西
田
蒼

太
さ
ん
は
「
み
ん
な
が
一
つ
に
な

っ
て
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
話
し
て
い
る
。

当
日
は
６
年
生
か
ら
の
サ
プ
ラ

イ
ズ
演
出
が
あ
っ
た
。
校
訓
で
あ

る
「
友
愛
」
の
字
が
大
き
く
掲
げ

ら
れ
、
そ
の
前
に
整
列
し
た
６
年

生
が
全
校
児
童
と
保
護
者
に
向
け

て
、
思
い
を
伝
え
た
。
卒
業
を
前

に
下
学
年
に
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
、

家
族
に
感
謝
を
伝
え
た
の
だ
。
そ

の
姿
に
涙
を
流
す
保
護
者
も
い

た
。新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
規
模
が

小
さ
く
な
っ
た
運
動
会
だ
っ
た

が
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る
こ
と

が
で
き
、
運
動
会
は
大
成
功
に
終

わ
っ
た
。

（
６
年
・
櫻
田
紗
彩
、
前
田
夏

輝
、
森
田
紗
羽
）

６年生が感謝の気持ちを伝えた運動会

バ
ト
ン
つ
な
ぎ
感
謝

６年生の思いを
ぶつけた運動会

学習発表会で成果を披露するメンバー

伝
統
の
技

受
け
継
い
で

皿
回
し
ク
ラ
ブ
が
披
露

散
岐
小
に
は
、
「
皿
回
し

ク
ラ
ブ
」
が
あ
る
。
毎
年
、

ク
ラ
ブ
の
講
師
と
し
て
、
前

田
幸
子
先
生
に
来
て
い
た
だ

き
、
子
ど
も
た
ち
が
友
達
と

協
力
し
合
い
な
が
ら
、
一
生

懸
命
皿
回
し
の
技
の
習
得
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

ク
ラ
ブ
で
使
っ
て
い
る
皿

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
落

と
し
て
も
割
れ
な
い
花
皿

だ
。毎
年
学
習
発
表
会
で
は
、

練
習
し
て
き
た
皿
回
し
の
技

を
披
露
し
て
い
る
。

今
回
発
表
し
た
技
は
、
花

皿
１
枚
回
し
▽
傘
の
先
端
で

皿
を
回
す
傘
回
し
▽
回
し
た

花
皿
を
扇
子
の
上
に
移
す
扇

子
回
し
▽
座
布
団
を
回
す
座

布
団
回
し
▽
た
く
さ
ん
の
花

皿
を
回
し
て
飾
り
付
け
る
花

皿
多
数
回
し
―
な
ど
だ
っ
た

散
岐
地
区
の
皿
回
し
は
、

国
民
文
化
祭
で
披
露
さ
れ
た

年
ほ
ど
前
か
ら
受
け
継
が

れ
て
い
る
伝
統
的
な
も
の
で

あ
る
。

本
年
度
、
ク
ラ
ブ
に
入
っ

た
４
年
生
の
徳
田
朔
哉
さ
ん

は「
座
布
団
回
し
が
楽
し
い
。

座
布
団
は
座
る
だ
け
の
物
だ

と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
回
す

こ
と
も
で
き
て
面
白
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。

散
岐
小
の
皿
回
し
ク
ラ
ブ

は
、
伝
統
を
受
け
継
い
で
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て

い
く
。

（
５
年
・
西
尾
海
翔
、
山

本
雅
空
）

米
づ
く
り
イ
ー
ネ
！
一
粒
の
大
切
さ

体
験
通
し
学
ぶ

散岐小では、毎年５年生が総合

的な学習の時間の一つとして、米

づくりを学ぶ取り組みをしている

2022年５月には、５年生 人が

田植えに取り組んだ。講師として

徳田寿秋さんや農協の皆さんに手

伝っていただき、苗の植え方を学

んだ。苗を３～４本の束で植える

ことなど、たくさんのポイントを

知ることができた。

また、土に足をとられて転んで

しまうハプニングもあったが、そ

れも楽しみながら学習した。

９月には、稲刈りに汗を流した。

鎌の使い方や稲を握る位置などの

ポイントを丁寧に教えていただ

き、稲束づくりも体験した。稲を

束ねることに悪戦苦闘しながらも

最後は上手に束ねて天日干しを行

った。 月には、脱穀後の藁
わら

を使

って地域の方と一緒にしめ縄づく

りを行った。

５年生は、一年間を通して米づ

くりに取り組み、米づくりの大変

さを感じ、お米一粒一粒の大切さ

を体験を通して学んだ。

（５年・竹内啓太、山田一稀、

佐々木恵大）

汗を流してみんなで稲刈り
たくさん実ったね

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

散岐小では、３年前

から「散岐っ子ウオー

クラリー」が行われて

いる。子どもたちがミ

ッションをクリアしな

がら、散岐地区を歩い

て周りゴールを目指す

ゲームである。

当日は、異学年でチ

ームを組んだ「なかよ

し班」でゲームを行っ

た。各ポイントで地域

の方に散岐にちなんだ

クイズを出していただ

いた。散岐の伝統であ

る皿回しミッション

や、歴史が学べるクイ

ズもあった。また、水

根地区にある宇土分校

跡では、各チームが仲

良くポーズを決めて記

念写真を撮った。

水根地区にある萬福

寺では、甘茶を飲ませ

ていただき、子どもた

ちが幸せに暮らすため

に大事なことを住職さ

んに話していただいた

「命を大事にするこ

と。物を盗まないこと。

うそをつかないこと。

悪口を言わないこと」。

これらのことを心にと

め、生活すると豊かで

すてきな日々が送れる

ということを聞いた。

子どもたちは、地域

の方と交流を深め、大

切なことをたくさん学

んだ一日であった。

（５年・中村彪Nx、

下田陽）

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
ア
し

地
域
を
知
る

萬福寺にお参りし 甘茶を頂く

2022年 月 日は、散岐小の学習発表

会の日であった。今年度のスローガン「１
い

５
こ

０
う

自分を信じて 笑顔で伝えよう 散

岐の想
おも

い」には、創立150周年の歴史を

感じ、笑顔で自分たちの思いを、見てい

る方に伝えようというメッセージが込め

られている。

発表会は、皿回しクラブの華麗な技の

披露から始まり、各学年の思いがこもっ

た発表が行われた。

１年生は「くじらぐも」を歌と演技で

楽しく発表した。２年生は、昔話「世界

一の話」を動物になりきって元気よく発

表。３年生は英語劇「つながろう世界の

人々」を披露し、４年生は福祉について

学んだことを笑顔で伝えた。

５年生は、米づくりを体験して学んだ
ことを劇と歌で表現し、６年生は、修学
旅行でのエピソードや自分たちの成長を
一生懸命に伝えた。
自分たちの思いの詰まったすてきな一

日となった。
５年・北尾若菜 田中芽衣 前田琳永

みんなの思いを言葉に乗せて

（１８）２０２３年 (令和５年 )２月８日　水曜日( 第３種郵便物認可 ) （１８）２０２３年 (令和５年 )２月８日　水曜日( 第３種郵便物認可 )


